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は じ め に 

 近年、最終処分場において硫化水素ガス等の発生によ

る悪臭問題や汚濁した浸出水の発生等などの事例が全

国各地で起こっている 1)。長崎県においても平成 13 年に

安定型最終処分場から 2,000ppm という高濃度硫化水素

ガスが発生した事例がある。当該事案に対して対策会議

が立ち上げられ、適宜、行政指導が行われてきたが、7

年以上経過した現在においても硫化水素ガスが認めら

れ、地域の環境問題となっている。 

硫化水素ガスは金属と反応して捕捉されることが知ら

れており、先行研究においては、遊離酸化鉄を多く含む

火山性土壌や鉄資材(グラインダーダスト等)を覆土に混

合することで、硫化水素ガスを最終処分場内に捕捉安定

化させる効果があると報告されている 2)。 

ここでは、懸案の最終処分場における高濃度硫化水素

ガスの発生防止を目的として、覆土材による硫化水素ガ

スの捕捉力の違いおよび覆土への適切な鉄資材の添加

量を把握するための室内実験を実施し、その結果、鉄資

材を適切に混合した覆土材の硫化水素ガス発生抑制効

果を確認できたので報告する。 

 

材 料 と 方 法 

1 材料 

室内実験に用いた模擬廃棄物および覆土材を表 1 に

示す。模擬廃棄物は、紙類、繊維類および木竹などの許

可品目外の廃棄物に加え、有機物を含有するプラスチッ

ク類およびゴム類を選定し、5mm 程度に細断したものを

用いた。なお、硫化水素ガスの発生抑制効果を確認する

ために、あえて易分解性である許可品目外の廃棄物を混

合した。 

 

覆土材は、本県でも懸案となっている最終処分場と同

じ土壌である大村土壌、鉄分を多く含み脱硫資材として

販売されている阿蘇黄土および阿蘇黒ボク土を実験に

供した。 

鉄工所での金属切断作業等により排出されるグライン

ダーダスト(以下「GD」という。)および金属表面研削作業

により排出されるショットブラストダスト(以下「SB」という。)

を大村土壌と混合したものを覆土材とした。 

2 実験区分の構成 

模擬廃棄物および覆土材の充填条件を表 2 に示す。

実験区分Ⅰでは、異なった覆土による硫化水素ガス捕捉

力の違いを検討した。実験区分Ⅱでは、覆土に対する

GD および SB の最適混合率について検討した。実験区

分Ⅲでは、実験区分Ⅱの結果を基に、覆土に対する GD

および SB の混合率を 5%と設定し、実験区分Ⅱの実験結

果および HC(炭化水素)等のガス濃度を確認した。実験区

分Ⅳでは最終処分場の覆土工法に近い条件で硫化水素

ガス発生抑制効果を確認するため、模擬廃棄物をサンド

イッチ状に3層充填し、蒸留水の添加量を230mlに設定して

充填材料 配合割合(%)

プラスチック類 50

ゴム類 20

紙類 10

繊維類 10

木竹 10
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表1 室内実験に用いた模擬廃棄物および覆土材

充填材料 配合割合(%)

プラスチック類 50

ゴム類 20

紙類 10

繊維類 10

木竹 10

長崎県大村土壌 -

熊本県阿蘇黄土 -

熊本県阿蘇黒ボク土 -

グラインダーダスト -

ショットブラストダスト -

模擬廃棄物

覆土材

表1 室内実験に用いた模擬廃棄物および覆土材



長崎県環境保健研究センター 53, (2007) 資料 

 101

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験をした。

3 充填方法および培養方法 

実験装置を図1に示す。調整した模擬廃棄物は1000ml

メスシリンダーに圧密しながら充填し、模擬廃棄物の上部

にプラスチック製のメッシュを供し、その上に覆土材を充

填した。次に蒸留水、植種液および乳酸ナトリウムを添加

し、硫酸塩還元菌の生育温度範囲(15℃～45℃)である

35℃の恒温槽で培養した 3)。植種液は大村土壌から硫酸塩

還元菌を培養したものとした。 

4 分析方法 

硫化水素ガスはGC-FPD(島津 GC-14B)にて測定した。HC

および O2 は赤外線式・ガルバニ電池式ガス検知器(理研

計器 RX-415)を用い、CO2 は CO2 ガス検知管(ガステック

社製)を用いて測定した。 

 

  結 果 

1 硫化水素ガス濃度 

経過日数に伴う硫化水素ガス濃度の推移を図 2～5 に

示す。硫化水素ガス濃度は初期段階で増加した後減少

する傾向を示した。 

図2について、培養14日目の実験区1(対照区)の濃度

は 100ppm であったのに対し、実験区 2 は 200ppm、実験

区 4 は 200ppm であった。実験区 3、5 および 6 は、実験

区1、2 および 4 と比較して低い濃度であった。 

図3について、培養14日目の実験区1(対照区)の濃度

は240ppmであり、この濃度は全ての実験区分を通じて最

も高い値であった。GD および SB の混合率を検討した実

験区 2～6 の濃度は、それぞれ 3.2ppm、0.2ppm、3.4ppm、

0.02ppm、0.01ppm であり、対照区と比較して鉄資材を添

加した実験区は明らかに低い濃度であった。 

図 4 について、培養7日目の実験区1および2(対照区)

の濃度はそれぞれ 6ppm、18ppm であったのに対し、実験

区 3～6 の濃度は、それぞれ 36ppm、71ppm、2.3ppm、

0.7ppmであった。培養14日目には1～4ppm程度まで減

少したが、培養温度を 35℃から 60℃に変更を行った実験

2、4 および 6 においては、温度変更後 5 日目の培養 49

日目に硫化水素濃度が増加した。 

図 5 について、培養 14 日目の実験区1および2(対照

区)の濃度は、それぞれ 11ppm、8.7ppm であったのに対し、

実験区 3～6 の濃度は、それぞれ 5.7ppm、4.9ppm、

0.22ppm、2.4ppm であった。培養35 日目には、いずれの

実験区も 0.5ppm 以下まで減少したが、培養温度を 35℃

から 60℃に変更を行った実験区 1、3 および 5 において

は、温度変更後5 日目の培養42 日目に硫化水素濃度が

増加した。
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2(対照区) 大村土壌 0

3 大村土壌・GD 5

4 大村土壌・GD 5
5 大村土壌・SB 5

6 大村土壌・SB 5
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2  O2濃度(実験区分ⅢおよびⅣ) 

経過日数に伴う O2濃度の推移を図 6 に示す。実験区

分Ⅲは経過日数に伴い O2濃度が減少し、1～3%程度まで

減少した。実験区分Ⅳはいずれの実験区においても培

養28日目までに1%程度まで減少したが、培養28日目か

ら 35 日目にかけて増加し、その後再び減少した。 

3 HC 濃度(実験区分ⅢおよびⅣ) 

経過日数に伴うHC濃度の推移を図7に示す。いずれ

の実験区分においても経過日数に伴い、O2 濃度が減少

し、嫌気化することで HC 濃度が高くなった。実験区分Ⅲ

におけるHCの最高濃度は約55%であり、実験区分Ⅳにお

ける HC の最高濃度は約 63%であった。これは、メタン菌

などの嫌気性微生物による分解代謝ガス発生によるもの

で、硫酸塩還元菌の至適条件であることを示すものでも

ある。 

4 CO2濃度(実験区分ⅢおよびⅣ) 

経過日数に伴うCO2濃度の推移を図8に示す。実験区

分Ⅲの濃度は 30～40%程度まで増加した後、減少し、その

後 20%前後で推移した。実験区分Ⅳの濃度は 42～68%ま

で増加した後、減少し、その後40%前後で推移した。また、

培養35 日目から 42 日目にかけて減少し、その後再び増

加した。実験区分Ⅳの濃度は実験区分Ⅲと比較して、高

い濃度であった。 

 

ま と め 

 最終処分場における高濃度硫化水素ガスの発生防止

を目的として、覆土材による硫化水素ガスの捕捉力の違

いおよび覆土への適切な鉄資材の添加量を把握するた

めの室内実験を実施した。その結果、以下のことが明ら

かとなった。 

1 硫化水素ガスの発生は、覆土に用いる資 材の影響を受

けることが確認され、阿蘇黄土、GD および SB は硫化

水素ガスの捕捉力があった。 

2 硫化水素ガスを抑制する鉄資材を比較すると、GD より 

もSBの方の捕捉力が強いと考えられた。なお、SBに 

は塗料が含まれるケースがあることからSBを用いる際 

には、最終処分場への重金属類の混入の可能性が 

あることに注意を要する。 

3 覆土重量の 5%の鉄資材を添加すると、硫化水素ガス

発生抑制に明らかな効果があった。 

 今後、現在実施している最終処分場での実証試験を継

続することによって、懸案の最終処分場における高濃度

硫化水素ガスの発生防止対策法を検討する予定である。 
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図 2 実験区分Ⅰにおける H2S 濃度の経日変化

図 4 実験区分Ⅲにおける H2S 濃度の経日変化 
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